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採軌 妊石,｣:-&｣二本の際昔通行はれる要石rcは正搾 20-35zhmの煉兼包が用ひられ, 穂

に40-･50tnDの我色がFTlひられる.又之を蓑斗する穿孔の鑑待比之rc弔じ,井の772引土1-2

Enl=して 3-4mとせるととは少い.黙るlこ大雪弥 こ｣捨て6..211Umln立方の正方77‡頚色を坑正

円にL,益qtL,共の羊書は長塩にも及び,萌こきの奥行注 10m化と書jZLとし,畑znI=j*するこ

ともZ>ろ 氏等攻延の1滴jL娃兼併t照 する.戊は直径 100～ユ501m)のJJ*色を汚さ 15-

30zz)の解 し内lこ事t我lEL多薮の此等穿孔を照 する 共に一時 rr._茂木又はQ十Jt砲の托叫

手打 と行ふ.此の大仕仏の肺 t大宅鼓と名狩る 雀て之は生井式と和 式とlこせ分される

蜘 JT･-yンダ純)にて軒崖の上,良の隻雨上り4m位･jI込みたる虫に屯柁 1=8mm 払

潔さr5-317m の朋 Lt作りT～DLn糊束にて女の手札を作る.薪の如く良のItIT市l亡的ひ jJtl
は引込みたる止に牟礼を戎本となく作る 比の作東が港LurdL柁 1仰mLnの脚 色 l跡 こ乎
I紬 を朽oつけ,兼也を茂りとなし等i封娘を朝 L在布進入tLる grc燕包と併畢t丈け札内に

投入十ろ 攻r=込紬/ころ七砂と孔内にS!め突き固める.此の突きU.1か こはJ三言 1.5-2Lnの丸

太rEキ柾を坪 りつけたものを魚用する 多くの孔｡上り出て居る専堵特は他のユ車の甘蜂投に

捕りつける.之を呼粗とPf･ぴ,射 し上りの導娘 を文操と云ふ 共の帝桝の-2卦これl肝を放付

け琴沖輪を鑑紬すればJLての3g煉株は1秒韓に付き約 6000】ltの速さで雌硬し.之と腰恥する

Jしての順 也はIl春に起蜂され,JE非式大電破が行比れろ Jt.の糾 しのむ棺は現時に放ては

350川川のものが位大である

姓軌 娃粗石兼に比例して決鬼する.

此の*廿屯の長原とする血は跡 の大言が比較的小さく,凡て炎の大言が-fkに穎ふこと,

洋右の城取の手地 とPIB2Iすることが蘇各たるか等である 照るに生井搬性1位噺の粥 Lk経れ

ば攻の糾は行ふ令め自ノバこ上って移行し,電蔵の際には安全他市にtrrfすることが必零であ
る 経て庫の上は硬い平)也なることが必要とたる 燃しながら我朗の如く3:牧丘IJIJtLの多い盛

ではJtの任件に細する畑は/i,く,qWfl筋節だけ稚鞭的に石衣石の凍石を行ってLr:る 但し或

J且では脱のJ-が7k7liでなく傾斜 して居っても岩原が-q服 でなく軟flの｣二乃AIな,-Jを山て_h邸
式rcよって糾 しすらことiL,雌の上,良の蟻1-L_2本の丸Alを立て.共の上磯と紀では り合せ

共のJtに耕叩t捕りつけ,比の榔 ltに1本の種を通し井の-執 こ正作 60nJm長さ 15-tl比の

朗Jt仲を何 りつけて荊'r･柵の尖執 こ比況をつけ.卑孔用とする.更にaの他の磯には 1-2

*の柾を血加 し.ytに此等強の輔にkt4-5*宛の純をつけ女人犬が引妨り又戊めるFF)に供す

九人の上林と輔l)命せたかに2本の長い月を縛りつけ,共の1*はL如).F･-tP彼の木枕に滞り
つけ他dl本と伽 '下,腹の首相 の*掛 こ那 つけ.丸太が〆'タラ伽 ､ぬ鎌に用想する 此

の鰍 ⊂串沸し,上ath式で在探 70-80Ⅰ- 漂さ 15-tlt如〉射 L8-10本を作り屯井jt*敬鼓

と鳥JL.して好私共を収めた個筋も赦拝所ある.

就け式*戦鉄と行ふ残めには析良の広軌 こ放て良軌 こ直角に拍丘を欄池する 共の*さは耗

JAuttlt放けるJrPE
JIXt魚Jt真肋 ●jtFr!MF貞



野Ei 火 強 破 は 就 て 1e3

芸90cm･l茄75C''･比で･人が無に講チタき的来る程変とする 典JfiJi10--10日 に止め,衣
右-直角に裾過 し,各々5-ユOm で仕上げとする 此の境並の塊に 220MEIl_立方の接葉色を

平 らlこ並べる.井の上に符郷 を泌 ませ井の一郎 坑迫の外に感 く.級包の上l'服 lC 段蕪
旬を現み怒Ll,井の上伸に別の額幾旗を迂piせ共の一環と他の兼愛にある栗色の同じ比母r=も
って凍 る.集包を前配合汁三枚の上に9Iに一段疎み正ねて我兼を簸 るもので比等声色は芯れね

やうJ且つ,過去ねやう湘統久に油布で陳述する 芳し境内に715水のある時は憩室?虚は制薬

石で薮きつめ,竹何等で祷水工事を市ふ 鞘果石の上には夜を忠を共の J=r=葉色を並べ防水す

る 他の額宝 も同職 典し先腹か らも1本の碍鶴 は坑外に尊 く 此御 ㈱ 紘坑社内をI1本

宛轟退すること1なるiL以て互に近倭そね硬.印ち坑道内反fi伽 こfg_世せしめ}本が長堤する

時他の申搬蚊を棚けぬ任注恵する 勿Zi共の布設中決 して等親 を鈷めぬ技茶盆の沌意が必感

である 此の操にすれば縦令宙鵬 の(･1れかの-輩に故坪があっても'#垂に桜碑を産行するこ

とが出来る

生類i･捲れl租 に+_砂を鶏び入れ両き固め篭めIjきしと行ふ 児の棒杭辻の天井の部分造充分

ま琶して土砂を充LRすることが大切である

坑道は幾つで も上ろしく,坑外に引出した等脱 (旦枚)を飴の幹換耳性扱TC朽 りつけ,砕槙

の-甥にL.!i作と叔付け.之と基礎することは前途の為 りである

滋葉上の井Ellは夫の式に上る

L=C.[P

Lは kgl:･示 しブ三並蕪丑,lV 旺最′j､抵抗牧の長さを Luで/-J=したもの,即ち奥行であって.

Cは蟹坑儒澱と柄し.石衣砦粗疫TJ:らば O.H h,花油岩挫壁ならば 0.5仲である.
Tt'は軌 道のt細 か ら熊虫に預 る拒態で,共の3確たるを以て井の測定を決る相性大過失を摘

発する軌放 してFl軌 脚 用等によってはならない 正 しく測丑することが必取である 又
坐に托澄すべせことは拝趨の前耐比重血TLることが発想である 是れ前h-の下怖Ijkク出し1111

でらl-'u-でい -'の長さが大'iたれ 13,,例-ば 10Ⅰ.1の代 りに 12m となれば地角土は 10

の 汚釆 1000の代りに 12の3乗 1700となり7例文け無用の煙葉を出せするとととなるか ら

である 此の 2m 突け †1-が伸びても珠fl土樽は大 して相加せず,盤雅毛のみ彼 らに棉加する
を以て之をiLl粥とLLl.･つても泡打でないと伶ずる 牲濃すべきことである

並発光温点なると音は雅量にある榛頚は先づ剛 iiの底部の荊石を吹山しパ 析出の上郷は爆硬

振動によって肋れ';&ち.尖}石を吹ltほ れた跡の基洞に洋ち込tTもの らしく.此弥谷ち石は40庶

政のTgE斜で稚放 して屑 る.%=し汲契丑を飴分に付加す'る時は岩石をILr山する雌艦が大となる

即ちCを5制榔 比となせば落石は膿 く1放き散 らされ跡);付けに有利となる.尤 し之を恥 墓の

南方下部を攻立てる他 姓迫の片9]取T.事の時rC利用する持氏此の利益恩ひ'Fばにすぐものが
あらう

濃集土が不足する時は良法丑モ諮される欠けで落ちず,壌架の入った岩石は再びは範を行ふと

ともLtI衆で,危陰で近寄 り稚 く手のつけられぬものである.故lこ装粟tは決 して過小にして往

ならない

繰破すべき折技の花さは坑道の奥行 1V の 15-2倍が通常である 兼 し之が過小ならば性

の上舌-AI石を吹上げる和向を生 じ,珠石丑仕少く操故敗県別 ､となり不利である 之にJiL
lJ'が過大ならば戊の下林丈げを前方-吹出し上林を朋要せねこともある 伸 し此尊は故岩の
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屯倉に封する抜ZBで･誠t=t･i=デ噂 の如き軟岩の寄合に放ては畑の高さは 1l'の 6-7倍でも
上るしい･赴れEiiの下部の土砂は吹きLiIされ 上部の岩石は脱 穀1蜘こJ:つて収められ白文に

上って薪に生じた墓所へ陥落し崩適するか らである.

Jtのttカの強敵にiI兼カーg't,を使用する韓は捷敵 兵は大 なるも.若 しカー y,ト葉色

にgNF故を付 りつけて伍がf逆を1番韓に付き 6000m r=促逢するとき比良のT林は吹き出さ

れるも上部はtl遷したい.救砦のは横に捻蝶通1秒時に付き 3000tn他のル兼が件祖の仕でめ

る･逸れは週が大となれば76や力は大とならうも推iyJJは収 して較甜する世子が批 するた
めであらう.

石衣石とii屯する蔚カール TLを任用すj7J罰邑片を大して白 くせず最崇肘姓の解 し内盤面が

や搾されず荒れ&が,黙しダイナでイTの寄合にに乾片比小とたり冬に破片が追方迄頼政すち
向向丘:ある.且つ穿孔の円蔑市に秒搾芸j二克れるものT-ある 起れダイナマイトの光正が者し

く大せく.舶 riカー9 トの杓2倍もあ砂,両草13着しくち達し,棚 Jj弧 する拝具でさ
らう.

比の社は戎*苛俄に放ては生井式に比LTrが著しく*rcして生薬が-糊87日こAL在するを以
て洋右は大小不同なるWr的 ;多い.即ち築宝附姓の岩石は扮挿 され 尖の攻のもの娃軌辞 さ
れ 蕪'iiより退き挫ihl近くの分石比陶有の亀裂軌 こ従って脱皮する城内が多い 特に比の上部

の磐石技大塊の位桁諸するものもある 比のZaはEslf:式に劣るが,此の式の*甘熊はlHの形状

に坂井たく何虫にも即 JeLL,田も特簸た漬挨設備を必好上せね等の射.1軒がある.

iF銭の無石の乾片が庶んで燕ね労金地帯妓女の如 く決鬼する 即ち兼愛よりPi鍵田に弧 投

i･暮せJtの鉄の桶川水平和上L=葉虫を頂蕃とし15皮のJr腔 を有する2在収と韮 く.此の瓦に

駐yJた,-J2荘蚊の挑む範bl内は岩石の飛散すべき危険円状で2鑑奴の外仰Il方恥 土絶 他市IE･
ある




